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1 ．はじめ に

　我 が国 は世 界 で も有数の 火 山国で あ り、86の 活火山が 分布

して い る。毎年い くつ か の 火山で、噴火や 異常現 象が 発 生 し、
ときに は大 きな災 窖 を引 き起 こ して い るc そ の

一方で 、人間

の 生活圏 は火 山山麓まで 広 がっ て きてお り、火山噴火が 発生

した場合の 災害の 親模は、過去に起 こ っ た災害とは比較に な

らな い ほ ど 大 きくな るこ とが 予想される。 平成 2年 に約200

年 ぶ りに噴 火 した 雲 仙普 賢岳の 活動 は、た び 重な る 火砕流や

士石 流 に よ り大 きな 被害をもた らし、我々 に 自然の カの 大き

さをま ざま ざと示 した。

　そ こで本 研 究で は 、 首都圏に大 き な影響 を及 ぼす火 山噴火

と して 、富士山 の 宝 永噴火 （1707年）規模の 噴火を取 り上 げ、
GIS 技術を用 い て 火 山災害の 被害の 定量化 を試 みた．

ご とに 分類す る と わか りやす い （表 3 − 2 ）。本研 究で は 降

下火砕物 （火山灰〕と泥流 ・土石 流の 二 つ の 災害要 因につ い

て取 り上げた
。

表3 − 1　 火 山災窖の 特徴

  発生頻度が低い

  破災地域 が限定 されて い る

  災害要 因 の 中には 制 御困難 なもの が あ る

  災害が畏 期間に及ぶ場合 がある

  復旧 ・復 興が困 難な もの が ある

表3 − 2 　火 山災害要因 z ）

2 ．研究の 概要

　富 士 山が宝 永噴 火 ｛1707年） 規模 の 噴火 を した 場合 に、ど

の 地 城 で、どの 程 度 の 被害 量が予想 され るか を算定 した 。 火

山災害要因 と して は降下火砕物 （宝 永噴火の 降灰実績） と泥

流 ・土石 流を取 り上 げた，火山災害要因 に よる被災範囲 をG

lS 上で特定 し、同 様に GIS を用 い て 展開 した被災地 域の

仕 会 条件 データ （人 口分 布，住 宅分 布 等） と囂ね 合わせ るこ

とに よ り被 害 量の 算定 を行 っ た 。 なお 、 被害量算定の 対象範

囲は、噴火の 影響が 及ぶ こ と が 予想 され る 「埼玉 県，千葉県，
東京都，神奈川県，山梨県，静岡県」 の 1都 5 県とした。

3 ．火 山災害の特徴 と火山災害要 因

　火山 災害 に は地 震な どの 他 の 自然災 害 と大 き く異な る特徴

が ある （表 3 − 1 ） 。 そ の 被害は 多岐 にわた るが、災害 要因

災　宮 　 要　 因 災　 害　 の 　 種 　 類

噴　　出　　岩 　　塊 落 下衝盤に よる破壊、火災、埋没

降　下 　 火　葎　物 降下、付着、破壊、埋 没

溶　 　 　 　 　 　 　 岩 破壌、火 災、埋没

火 砕 流 ・火 砕 サ ージ 破壊、火 災、埋没

岩肩 なだれ・山体 崩壌 破壊、埋没、津波

泥 　流　・土 石 流 流失、埋 没

洪 　 　 　 　 　 　 　 水 流失

地 ナ ペ リ・斜 面 崩壌 流失、埋 没

津 　 　 　 　 　 　 　 波 流失

火 山 ガ ス ・噴 煙 ガ ス 中濠、大気・水城汚染

空　 　 　 　 　 　 　 振 窓ガラス 等の破壊

地 　 　 　 震 　　 　 動 山 体崩壌、山くず れ 、施設 破壊

地 　 　殻 　 　変　 　動 断 層、隆起、沈降、施 設破壊

地 　　熱 　　変　　動 地 下水温 変 化

地 下 水 ・温 泉 変 動 地 下水温 変 化、水量変化
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4 ．降下火砕物 と泥流 ・土 石流の概要

⊂1）降下 火砕 物 （火 山灰 ・軽石 な ど）

  攤誕

　火 口 か ら高 く吹上げ られ た火山灰 や軽石 が 上層の 風に 流さ

れ て火 山の 周辺 や風 下側 の 広 い 範囲 に 降 っ て きた もの が 降下

火砕物 で ある。そ の 分 布は噴火 時の 気 象条件 に 大 き く左右 さ

れ、日本 の よ うな中緯度地方で は偏西風に 流され て火 ロ か ら

東への び る細長 い 楕 円状 の 分布を示 す例が 多い。

  人的 被害

　降灰 に よる直接的な人的被害の 事例は少なく、死者 の 多く

は 火山灰 の 重み で 家屋 が倒壙 し
、 その 下敷 き に な っ た もの で

あ るq また、空気中に 滞留す る細粒 の 火 山灰 に よ り目や 喉 に

異常が 発 生 した事例 が報 告され てい る ほか、二 酸化硫黄な ど

の 有害物質の 放出に よ る人体への 影響 も懸念され る。大規模

噴 火ieよ っ て成層圏まで 放出され た 火 山灰が 太 陽光 を遮 る こ

とで 冷 害が発 生 し、そ の 後 の 飢饉の た めに 非 常に 多くの 人 命

が 失わ れ た例もあ る 。

  建物被害

　建物被害の 形態は火 山灰 の 重み に よる圧壊や埋没で あ る。

有珠 山の 火 山防 災 マ ッ プ では降下火 砕物の 厚 さと被害の 関係

を図 4 − 1 の よ うに 解説 して い る。建物の 被害程度は火 山灰

の 厚 さだ けでな く火山灰の 比 重や降灰後の 降雨の 有無，建物

の 構 造や屋根 の形 に よ っ て 大 き く左 右され るた め、
一
概 に降

灰 の 厚 さだけ で被害を推 定す る こ とはで き ない が、降灰 の厚

さは被 害量 を推定する 上で 重要 な要 素 とな る。

1閃 ；ほとんどの木遺臨鞠が倒壌します

　500m ；半数 以上の木 遺建額 が倒壊します

20醒300m ：多くの末 造建 物などに被 害が出ます

　100m：古 い 木造建鋤などに娘盲が出ます

　致   ；交通機國 がマ ヒします

2  ；気 管系 などの異 常を訴え る人が 多くなります

図 4 − 1　 降下火砕 物の 厚 さと被害の 関係 の 例 3 ，

  事 業所 へ の 被害

　空気 中 に漂 う細粒の 火山灰は、精 密機 械や OA 機器な どの

故障の 原因 に な り得 る。そ の よ うな 被 害は 工 場 の 稼働率の 低

下な ど の 間接的 被害 へ 連 鎖 して い く c 事業所へ の 影響 は業種

に よ り大き く異なる と予想 され る。

  農地 へ の 被 窘

　降灰 に よる 被害は、耕 作 して い る作物の 種類， 被災時 期等

に よっ て大きく変化する。 しか し、数 cm の 降灰 で作物 の 収穫

量 に影響 が で は じめ 、30cm以 上の 火 山灰 が堆 積 した 地 域で は、

壊 減的 な被害を受 ける もの と予想 され る。さらに、作付け さ

れ て い ない 農 地 で も、土壌の 酸性 化等 の 影響が 予想 され る 。

表 4 − 1　 宝永噴 火時 の 降灰量 と農作物 へ の 被害 4レ

  そ の他 の 予 想 され る被害

　火 山灰 の 堆積 によ り一定 期 間、道路 は 通行 不 能、鉄 道は運

行不 能の 事態 とな り、市民 生活 や経 済 活 動に重 大 な影響 を与

える。道路は、少量の 降灰で もス リ ッ プ 事故の 発 生や 信号機

の 故 障な どの 被害が 考えられ る e 鉄道 では、空気中に 灘留す

る細粒 の 火山灰に よ り 、
モ ータ ーな ど機器類、信号機やポ イ

ン トな どの 電気機器に 故障 の 発 生が予 想 され る。

　大気中に浮遊する火山灰などは航空機の 飛行 に大 きな障害

とな る。空港近 辺 の 空 域に火山灰 が到達す る と、空 港の 離着

陸 は非 常 に困難 とな り、物流 な ど に 大 き な影 響 を及 ぼす こ と

に な る。
　 また、降灰 に よる水源地域への 被害も考え られ、ダム 湖 に

多量の 火 山灰 が降下す る と．水 質の 悪 化や給水 機能 の 障 害が

発生 し、水資 源 の 安 定的 確保 に 大きな 影響 を及 ぼす こ とが 予

想され る。

（2）泥流 ・土石流

  概 要

　泥 流
・土 石 流は、火 山灰 が大 量 に降下 し た地域や火 砕 流堆

積物が多量に 堆積 した 地域 で 発 生す る。泥流 ・土石 流は 流速

が 速 く、きわ めて 破 壊 的 で、流 下域 は壊減 的な被害 とな る．

その 流 速は平均で 30〜60h田！11、速 い と きに は 且OOkm！h を超

し、海外 で は到達距離が leOkmを超 えた事例 もあるt／泥 流 ・

土石 流は谷地 形 に沿 っ て 流下す る た め、谷 筋 に あ る集落 が 被

害を受けやす い。さ らに、大量 の 降灰 が あっ た 地 域 で は、噴

火活 動 が終息 した後 も数 年 か ら数十年 に わた り泥 流 ・土石流

の 危険性 が存在 す る。

  人 的被害

　泥流
・土石流は流速が速 く発 生 して か らで は避難 が困難 で

あるた め、大きな人的被害を引き起 こ す。泥流 ・土石 流 に よ

る犠 牲者 は 下流ま で 流され て しま う場 合が 多い た め、行方不

明者が 多数発 生す る傾 向が あ る，a

  建物 被害

　泥 流 ・土 石 流に よ る 建物 被害 は、埋 没，流失，破壊，浸水

等が あ るが、流下速度や混濁 して い る物質 に よ っ て異なる。

高速で 流 下す る泥流 ・土石 流の 流れ の 直撃 を受 け た建物 は、

破 壊 され 流れ に飲み 込 まれ て し ま う。一方、傾 斜 の 緩 い 低地

部で は泥流の 速度 もお そ く、建物の 浸水程度 の 被審 とな るp

  事 業所 へ の 被 害

　泥流
・土石 流 流下域 の 事 業所 は、埋 没、流出等の 壊滋 的 な

破害を受 け、事業所の 放棄を検討 逢ざるを得 な い 場 合 もあ る。

  農 地 へ の 被害

　泥流 ・土石流流下城の 農地は壊滅的な被害 を受 け、農 地の

復 旧 をあ き らめ 土地 を放棄 しな くて は な ら な い 場 合 もある．
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  そ の 他の 予想 され る被害

　泥流 ・土石 流流下 城に道路や鉄道 が存在 した場合、それ ら

は埋没や破壊の 被害 を受 け、 復1日ま で長期間か か る と予想さ

れ るe

5 ．社会条件デ
ー

タの整備

（1）取 り扱うデータ

　本研 究で は、被害量算定の 対象データ と して動的要 素の少

な い 人 口 、 住宅 、 事業所 ， 土地利 用 を 取 り上 げた u なお、被

害量の 集計を行 うた めに、人口 ・住宅 ・事業所 ・土地 利用の

各 データ （表 5 − 1）はすべ て 100田 メ ッ シ ュ に 変換 し、整理

した （図 5 − 1）。

表 5 − 1　取 り扱うデータの 諸元

項　 　目 出　典 情報精度 喪料年次

行 　 政　 界 数憤地図　1／25，000
（財）口本 地図 セン タ

ー
ペ クター 平成7年

lo 月1同

人 口 の 分 布 地域メツシ 昌 統 計

平成 2年 国 勢調 査

（財〕日本統針協会

5COm メフシュ平成2年

lo月1 日

事業所の分布 地域メッシ ュ 統針

平成3年 事業所統 計調査

｛財）日本統計 協会

50αm 勘シュ

（＊1〕

平成3年

住 宅 の 分 布 平成5年住宅統肝調査

都道府県・市区榎

｛財）統計情報研 究開 発センタ
ー

都道府県，
市区別

平成5年

土地利用現況 数値地図

1／IO細分区画土地利用テ」 タ

（財 日 本地 　セ ン ター

10Dm メクシ昌 平成元年

（●1）ただし、市街地 外では 1km メ・1シュ

あるメ ッ シ ュ に 均等に 按分 し 、 100m メ ッ シ ュ の 人 ロ デ
ー

タ

を作成 した。

  事業所デ
ー

タの 整備

　産 業 の 基礎データ と して は 「地域メ ッ シ ュ 統計 平成 3 年

事業所統計調査 亅 を用 い
、 第 2 次 産業，第 3 次産業に 区 分 し

て 集 計 した。この データは都心 部で 50ernメ ッ シ ュ 、郊 外 で

1　kraメ ッ シ ュ の データを持つ 。全て の 地城に つ いて 均
一

の メ

ッ シ ュ サ イ ズに 揃え る た め、lkm メ ッ シ ュ 部 で は 1 メ ッ シ ュ

を 2 × 2 の 4 メ ッ シ ュ に 分割 し．元 の 1k 匝メ ッ シ ュの 数 値を

均 等に 分配 して 全 て の 地域 を500rnメ ッ シ ュ に 統
一

した n さら

に 、「
nOOm メ ッ シ ュ に統一され た 事業所 データにつ い て、±

地利用デ
ー

タを用い て100m メ ッ シ ュ に 按分 し た。

（4）住宅データの 整備

  都市コ
ードデータ の 整備

　住宅 データの 整備に先立 ち、 都市 コ ードデータの 整 備 を行

っ た。都市 コ ードの 基礎データ と して は 「数値地図 行 政界

1／25，000」 を用 い た。この デ
ー

タ はベ ク タ
ーデー

タ で あ り、

地理情報シ ス テ ム （AR（）IIN，　FO）を用 い て メ ッ シ ュ 化 した v こ

の 際、100m メ ッ シ ュ と500m メ ッ シ ュ の 2通 りの メ ッ シ ュ 画

像を作成 した 。

  住宅データの 整備

　住宅 の 基礎データ と して は 「平 成 5 年住 宅統計調 査 都道

府 県 ・市 区編」 を用 い た 。 なお 、 住宅 データ は市お よび区 の

データの み で あ る た め 、町村に 相 当す る 部分 に つ い て は 県金

体の 合計か ら市区の 住宅数を差 し引い た住宅数を人 口 比 に従

っ て 分配 した。 次に、各市 区町村におけ る住宅分布 が 人 口 分

布 に 近 い こ とに 着 目 して 、市区 町村別 の 庄宅数を500m メ ッ

シ ュ データに変換 した。具体的に は、〔2｝入 ロデータの 整 備

で 作成 した人 ロ データ ｛500m メ ッ シ ュ ｝と  で 作成 した都市

コ ードデータ （5eOm メ ッ シ ｝を用 い て 各 市区 町村 の 住 宅数 を

按 分 した 〔図 5 − 2 ）。さ らに、500m メ ッ シ ュ に 統
一

され

た 住宅 データにっ い て、土 地利 用 データを 用い て 100m メ ッ

シ ュ に 按分 した 。

重ね信わセ 人 囗 デ
ー

タ

， 重●　　 lo．　 蓼o
腫眠 ヨτ藪羣・甜

■O　　 置0

躙 　　 　10 邑

覧O　 I 踟

馳0　　 踟

部 市 コ
ード

瘰　・縊 獻 臼 8
躍 き　 ，Hsg9Be 幽

図 5 − 1 社会条件 データの 処理 フ ロ
ーチ ャ

ート

［
〉

る
鴨

の
9

の

瑚
口

に
人

ロ
工

人

シ

衂
ツ

ω
メ

市

各

圈

（2）人 ロ データの整備

　人 口 の 基礎データ と して は 「地域 メ ッ シ ュ 統計 平 成 2 年

国勢調査 」 を用 い た 。 こ の データは都 心部 で 5GO皿 メ ッ シ ュ 、
郊外で 1km メ ッ シ ュ の データ を持つ 。画像データの 性 質上、
均
一

の メ ッ シ ュサ イ ズ を用い る必要 が ある た め500m メ ッ シ

ュ に統
一

した 。1km メ ッ シ ュ の 部分 に 対 して は、2×2の 4 メ

ッ シ ＝ に分剛 し、元 の 1k 囗 メ ッ シ ュ の 数値を均等に分配 し た。
さ らに 、 500mメ ッ シ ュ に統一され た 人 ロ データを5× 5の 25
メ ッ シ ュ に分割 し、 その 数 値 を土地 利 用データ 上で 市街 地 で

韓 一
1駆 nt−

” w

・5 謡

o
各市区 町村の

住 宅数を按 分

図 5 − 2　住宅 データの 按分の 手順
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図6− 1 西風の 場合の 降灰分布 （ケース  ：宮地 に よる2りと西南西の 風の 場合の 降灰分布 （ケース   〉

　　　　　〔建設省国土地理院発行 1：1．000．000 日本 H を使用）

（5）土地 利用 デ
ータの 整 備

　土 地 利 用 の 基 礎デー
タ と して は 「数値 地 図 1／10細分区 画

土地利用データ1 を用 い た ． こ の データは、全地 域100m メ

ッ シ ュ で 整備 され て い る c

　なお、前述の 50e皿 メ ッ シ ュ で 整備 した各 データは、こ の

土 地利用データを も とに 100m メ ッ シ ュ に細分 して い る 。 そ

の 細分 方法は、500m メ ッ シ ュ で 統一され た データ を 5× 5の

25メ シ シ ュ に 分割 し、それ ぞれ の 数値 を土地 利用 データに よ

っ て 宿街 地 とな っ た エ リア に均等に 分配するもの で、農 地や

林地に 人 口
。
住宅 ・事 業所 が分 配 され ない よ うに した 。

6 ．災害デー
タの 整備

（1》火山灰に 関する災害データの 整備

降灰 に よる災害データは次の 二 っ の ケース を用意 す る （図

6 − 1 ）。

ケース   ：西風 の 場 合 （宝永 噴火 の 降灰分布 ｛奚績 値））

ケース  ：西 南西 風 の 場 合 （宝永 噴火 の 降灰 分布 を火 口 を

　　　　 中心 に 反時 計回り約 20度 回転 した分布 ）

降灰 分布データ は 、す べ て紙 地図 上 に表 現 され て い る た め

デ ジタイザを用い て 被害量を示す領域の 境界 をベ ク ターデー

タ として コ ン ピ ュ
ータに入 力 し、こ れ をErdas　7。5（衝像 処 理

シ ス テ ム ）に よっ て 社会 条件 データの 地 図座 標 にあ わせ 、メ

ッ シ ュ 画像に変換 した a

（2）泥流 ・土石 流に 関する災 害データの 整備

　泥流 ・土石流の 災害データは 、 酒匂川 （神 奈川 県） お よび

黄瀬川 （静岡県》の 両岸100m幅の 範囲を泥 流 ・土石流危険

区域 と仮定 し整備 したc 具 体的 に は、土地利 用データ か ら河

川 お よび 河 川敷の 領域を抜出し．その 近傍 を含めた領 域 を泥

流 ・土石 流危険区域 とする。処理 手順は次の よ うに な る 。

  土 地利 用 の 100m メ ッ シ ュ 画 像か ら河川 お よ び 河 川 敷

　の 領域 を抜き出す。
  酒匂川と黄瀬川以外の 領域は 削除する。

  処理 後の 画像 を見 る と、下流部で は川幅が 広 く連続的

　な領域と し て 抽出 され て い るが、上流部 で は川 幅が 狭

　 く河 川領 域が途切れ る部分が あ り、河川領域が途切れ

　 る部 分 にっ い て 直線 で 補完 す る。

　こ の よ うな処理 で 得 られた領域に 対 して 膨張処 理 （抜き出

した 領域を外側に 1 メ ッ シ ュづ っ 膨張させ る処 理 ；図 6 −

2 ） を施 し、泥 流 ・土 石 流危 険区 城 と し て 災害 デーク を整備

し た。
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図 8 − 1　人 口分布 と降灰分布 （西風 の 場合 ： ケース   》

●
災害データ

何川および珂 “1敗
土 石渡危険区域 ｛ 1 回膨 彊 ｝

（注）1メッ シ ュ が mOm 刈 00m で あるた め、河川 沿い の 100m
　　を危 険区城 とする場合は 、 1回 の 膨張処理を行う。

図 6 − 2　泥 流 ・土 石 流危険区域 の 作成

7 ．被害量 の算定方法

　100m メ ッ シ ＝ で 整備 した 社会条件 データに、100m メ ッシ

ュ で 作成 した災害データを重ね あわ せ、噴火の 影響 範囲内に

分布す る数 量 （人 口等）を算定する 。 なお 、 本研 究で は噴火
の 影響 範 囲内 に 分布 す る数 量 を被 害量と した c

　具体 的 には、災害データ ・社会条件データ ・都市コ ードを

同 じ地 図座標系 で重 ね合わせ 、同 じ位置に相当す るメ ッ シ ュ

の 災害デー
タ ・社 会条件 データ ・

都市 コ
ー

ドの 値を読 み 取る

（図 7 − 1）。各 メ ッ シ ュ が属 す る市区 町村 とそ の メ ッ シ ュ

の 社 会条 件 ・被審 量が わか り、それ を市区町 村毎に 集 酷す る。

図 7 − 1　データの 重ね 合わせ集 計

8 ．被害量の算定結果の例

（1）火山灰 によ る被害

  降灰状況

　西風の 場合 （ケ
ー

ス   ： 宝 永噴火 の 降灰 分 布）は、富士 山

（宝 永火 ロ）か ら横浜市街地を通 り、房総半島中部 にか けて

の 軸 を中心 に 広 が っ て い る 。 この た め、降 灰 に よ る被害は、
神 奈川 県 を中心 に 静岡 県 ， 千葉県，東 京都で 発 生す るc 特 に，
御殿 場市 （静岡県）、山北町 （神奈川 県）な どの 富 士 山の 朿

側 の 自治体で は 、 火 山灰が54cm以 上堆積する地域が存 在す る。
　西 南西風 の 場 合 の 降灰 分布 （ケース   ）は、富 士 山か ら相
模川中流域 ， 東京都区部を通 り、っ くば市，成 田 市上 空 を経
て 鹿島灘に ぬ ける軸を 中心 に広 が っ て い るc 東京都 区 部 で も
8   以上降灰 す る地域が あり、ま た埼 玉 県に も4c 国以 上降灰
す る地 域が出 て くる c
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  人 的被害 ｛罹 災 人 口 》

　西風 の 場合は、4cm 以上 の 降灰 地域 に神 奈川 県で は人 口の

90％ （約7且5万 人） が分 布 し、1都 5 県全 体で は 1，100万 人以

上が この 地域 に入 る 。

　西南 西 風 の 場合 は、降灰 地域が北東側 に傾くため、4　Cta以

上 の 降灰 地域 に 東 京 都 区部 ， 多摩地 域が 含ま れ て くる。 その

た め東 京 都 で は 人 口 の 98％ 〔約1156万 人） が この 地域に分布

し、 t都 5 県全体 では2，20D万人 以 上の 人 口が 分布す る 。 西

風の 場合 と比 較す る と東京都 、 埼玉 県、山梨県で罹災人 口 が

増加 し、神奈川県、千葉県、静岡県で 減少する。

表8 − 1　入的被害 （罹災人 口）の 状況 （単位 ：人）

1ケ｝λΦ ：西■ e 糧 91

（2 ）泥流 ・土 石流 によ る被害

　本研 究で仮定 した泥流 ・土石 流危険区域には 、 神奈川県 と

静冏 県で 人 口約42
，
000人、住宅 約 15

，
000戸が分布 して い るc

表 8 − 3　泥流 ・土石 流危険区 域の 人 口 及 び 住宅

巳災人口　　　　 　 住 思麓竇 〔F｝

く劫 　　 　 繊 　 　　跡 籖　 　　 叶
鞭竊岡騒

小田翻ゆ 7．岶 43 ．  91　　　　　 ，18 鵡．OO9
爾昆闘憎 506 ，21i 　　　 陪 134
衰 の町 303lo4 22126
箆 田町 992 圃 7 21164
山蠡冒 7．554195 ：3159
日虞財 ，55 93 田 ll1

騒齢 随 」 鱈 3．99282 ■ 4 ，臨3
厨目騒

溺 塗ゆ 12」 543 ．3501 ．656　 　　 5』 05
撕嘘 層ゆ 2．O弓129 τ 94 卩　　　 39 魯

鋸野電 L2131 ．23157 ピ 　　 　覃．959
鶉 ホ町 1．朋 22 田 108　　　　　 39，
畳且町 5．9621 ．鱒 口 372 　 　　 1．822
小山町 2．ooo692929 ．　　　 62鵬

鳳罷 31．14 了 7．3岡 2．9371　　 10，291
1ケースo ：己爾酉■ oo 合1

  住宅へ の 被害

　西 風 の 場 合、4cm 以 上の 降灰地域 に 神奈川 県で は木 造住宅

の goes（約150万 戸 ）、非木造 住 宅の 92％ 〔約 98万 戸） が 分布

し、静岡県で は32cm以上 の降灰 地域に 木造住宅の 1．孫 （約13
，

600戸 ） 、 非 木造住宅の L 雅 〔約3，600戸） が分布 して い る ，

　西 南西 風の 場合、4cm以 上 の 降灰地 域に東京都 では木造住

宅の 98e6｛約230 万戸）、非木造 住宅 の 9996（約228万 戸） が 分

布 し、静 岡県 で は32  以 上の 降灰域に、木造住宅の 0．3es （約

2，500戸）、非 木造住宅の 0，2％ 〔約500戸）が 入 っ て い る。

　な お 、 本研 究 で は泥流 ・土石 流の危険 区域 と して 富士 山の

東 側斜 面 を源流 とす る酒 匂川、黄瀬川 につ い て 検討 した が 、

丹沢 山系等そ の他 の 山地の 河川 で も泥流 ・土 石流 の 発生す る

可能性は十 分考え られ る。

9 ．結論および今後の課題

　降下火砕物 と泥 流 ・土石流の 二 っ の 火 山災 害要因を取 り上

げ、GIS 技術を用い て、富 士 山で 窒永噴火 （170Tny）規模

の 噴火が 発生 した場 合 に、人 口 ・住宅 ・事業所 ・土地利用の

各社 会 条件データに っ い て、どの 地域 で どの 程 度の 被書量が

予想 され るか を算定で きた。今後 は これ を基礎データ と して

直接的被害の 損害額の 算出 、 さ らに は間接的被害の 損害額 の

算出に 取り組 ん で い く必要が ある 。

表 8 − ．2 　住宅被害の 状況

1ケース   ：酉風   尋 9 ｝
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